
１.はじめに

わが国の青少年の体力は、1985年頃を境に走る力、

投げる力、握力などは、全年代において長期的に低下

の一途をたどっていた。その後、文部科学省(2014)に

よると、過去17年間の青少年(６～19歳)の体力・運動

能力の年次推移をみると、ほとんどの年代で緩やかな

向上傾向を示していることが報告されている。しかし

ながら、体力水準の高かった1985年頃と比較すると依

然低い水準にあるという。

中教審答申「子どもの体力向上のための総合的な方

策について」(2002年)では、子どもの体力低下の原因

として、子どもを取り巻く生活環境の変化や生活習慣

の乱れのほかに保護者をはじめとした国民の意識を挙

げている。そのなかで、「子どもの外遊びやスポーツの

重要性を子どもの学力の状況に比べ軽視する傾向が進

んだ。」と指摘しており、進学者の拡大と受験競争の激

化などによる学力重視の風潮がその背景として読み取

ることができる。

大学受験において特に難関とされる医学部に入学し

てくる学生たちは少なからず、そうした環境の中を通

ってきたことが予想される。また、医学部の中には新

入学生の半数以上が浪人を経験している場合があり、

ほかにも一般学部を卒業してから入学する者や一度社

会に出て就職をした経験を持つ者など多様である。そ

の間、運動やスポーツをする機会が高等学校からスト

レートで入学した者に比べると少ない可能性もあり、

現役入学生が多数を占める他の学部とは状況が異なる。

一方、医師の仕事は激務とされ、体力は必須条件と

も言われる。将来、医師として活躍するためにも、優

れた体力を身につけておくことは医学部生にとって非

常に重要な問題である。

そこで本研究では、３年間の医学部新入学生を対象

に、体力の現状を把握・分析するとともに、現役入学

生(以下、現役群)と非現役入学生(以下、非現役群)を

比較・検討することで、医学部生の体力向上のための

指導の方法及び内容の改善に資する基礎的データを得

ることを目的とする。

２.研究方法

２.１.被験者

Ｗ県にある医科大学医学部の2014～2016年度入学者

で各年度の前期に開講されている「保健体育Ⅰ」で実

施された体力測定に参加した男子154名、女子87名の合

計241名である。被験者の内訳は、表１の通りである。
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２.２.測定項目

体力に関する以下の項目を測定した。①握力(筋力)、

②上体起こし(筋持久力)、③長座体前屈(柔軟性)、④

反復横跳び(敏捷性)、⑤20ⅿシャトルラン(全身持久

力)、⑥立ち幅跳び(瞬発力)、⑦背筋力(筋力)。

２.３.測定方法

文部科学省「新体力テスト実施要項」に準じて、担

当教員の指導の下で測定を実施した。なお、背筋力に

ついては、新体力テストの測定項目には入っていない

ため、「新･日本人の体力標準値」(東京都立大学体力標

準値研究会編、2000)に準じた。測定は、各年度とも４

月下旬から５月上旬に行った。

３.結果および考察

３.１.体力の現状と現役生・非現役生の比較

測定項目すべての測定結果について、男女別に全

体・現役群・非現役群それぞれの平均値と標準偏差を

算出した。表２、３は、被験者である医学部生(男女別)

の体力測定結果および現役群・非現役群における各項

目の検定結果(t値)である。

なお、背筋力以外の測定項目については文部科学省

の「平成26年度体力・運動能力調査」調査結果統計表

により、また背筋力については前出「新・日本人の体

力標準値」により報告されている大学１年生に相当す

る18歳の全国平均値を用いて比較した(表４参照)。

18歳の全国平均値と医学部生の２群の比較には、標

本数、平均値、標準偏差値から等分散検定を行い、等

分散の場合は t検定を用い、非等分散の場合はウエル

チ検定を用いて有意差検定を行った(表５参照)。

３.１.１.握力

握力の平均値は、男子42.0㎏、女子25.8㎏であった。

18歳の全国平均値と比較すると、男子は標準的な能力

を有していることがわかり、女子はやや低値を示した

が、いずれも有意差は認められなかった。現役群と非

現役群での比較では、2015年度の男子と2016年度の女

子を除いて、非現役群の方が高値を示したが、有意差

は認められなかった。

握力は、男女とも青年期以降も緩やかに向上を続け、

男子は35～39歳、女子は45～49歳でピークに達するこ

とが報告されており、他の体力項目が10代後半でピー

クに達するのに比べ、ピークに達する年代が遅い。こ

うしたことも、現役群に比べて平均年齢の高い非現役

群の握力が高い傾向を示した一因ではないかと推察さ

れる。

３.１.２.上体起こし

筋持久力の指標である上体起こしの平均値は、男子

30.8回、女子21.9回であった。現役群と非現役群での

比較では、３年間の平均値で男子は現役群が、女子は

非現役群がそれぞれ高値を示したが、いずれも有意差

は認められなかった。なお、2014年度については、男

子では５％水準で現役群が有意に高い値を示し、一方、

女子では５％水準で非現役群が有意に高い値を示した。

全国平均値との比較では、男女ともに有意差は認めら

れなかった。

３.１.３.長座体前屈

柔軟性の指標である長座体前屈の平均値は、男子

48.1㎝、女子47.4㎝であった。現役群と非現役群での

比較では、３年間の平均値で男女ともに現役群が高値

を示したが有意差は認められなかった。また、全国平

均値との比較においても、男女ともに有意差は認めら

れなかった。

３.１.４.反復横とび

敏捷性の指標である反復横とびの平均値は、男子

56.9回、女子48.4回であった。現役群と非現役群での

比較では、３年間の平均値で男女ともに現役群が高値

を示したが有意差は認められなかった。なお、2016年

度の男子では１％水準で現役群が有意に高い値を示し

た。また、全国平均値との比較では、男女ともに有意

差は認められなかった。

３.１.５.20ⅿシャトルラン

全身持久力の指標である20ⅿシャトルランの平均値

は、男子84.8回、女子47.6回であった。現役群と非現

役群での比較では、３年間の平均値で男女ともに現役

群が高値を示したが有意差は認められなかった。なお、

2014年度の男子では５％水準で現役群が有意に高い値

を示した。また、全国平均値との比較では、男女とも

に有意差は認められなかった。

３.１.６.立ち幅とび

瞬発力の指標である立ち幅とびの平均値は、男子

232.3㎝、女子173.7㎝であった。現役群と非現役群で

の比較では、男女ともすべての年度において現役群の

方が高値を示したが有意差は認められなかった。

一方で、全国平均値との比較では、男女ともに医学

部生の方が全国平均値より有意に高値を示した。すな

わち、被験者である医学部生は瞬発的な能力において

全国平均の水準よりも優れていることがいえる。

３.１.７.背筋力

筋力の指標である背筋力の平均値は、男子118.0㎏、

女子68.1㎏であった。現役群と非現役群での比較では、

2016年度の男子で非現役群が５％水準で有意に高い値

を示した。また、３年間の平均値では、男子は非現役

群が、女子は現役群が高値を示したがいずれも有意差
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表２ 医学部生の体力測定結果(男子)
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表３ 医学部生の体力測定結果(女子)
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は認められなかった。

一方で、全国平均値との比較では、男女ともに全国

平均値の方が医学部生より有意に高値を示した。すな

わち、被験者である医学部生の背筋力は標準的な水準

よりも劣っているということがいえる。

３.２.10段階評価での分布による比較

各項目(背筋力を除く)の測定結果を文部科学省の

「新体力テスト実施要項」における10段階評価による

得点表にもとづいて得点化し、１～10までの評価得点

にどれぐらいの人数が分布しているのかを検討した。

なお、表６には各項目ごとの得点化の結果を示した。

３.２.１.握力

図１、２は、握力の測定結果について男女別に10段

階評価による得点分布の人数および割合を示したもの

である。

男子は、平均値付近をピークとしてほぼ左右対称の

山型になっており正規分布していると見ることができ

る。女子についても同様の傾向が見られた。

３.２.２.上体起こし

図３、４は、上体起こしの測定結果について男女別

に10段階評価による得点分布の人数および割合を示し

たものである。

男子は、平均値付近をピークに山型に分布している

が、最高得点の10点に約２割の集団が分布しており、

全体的に筋持久力に優れた学生が多いことがわかる。

女子は、平均値より高い値のところに分布のピークが

見られるが、平均値付近に集団が密集していることも

わかる。その一方で、極端に低い得点に分布している

学生の筋持久力の向上が課題として挙げられる。

３.２.３.長座体前屈

図５、６は、長座体前屈の測定結果について男女別

に10段階評価による得点分布の人数および割合を示し

たものである。

男子は、平均値付近をピークに平坦な山型に分布し

ていることがわかる。得点の高い者から低い者までか

なりばらつきがあることがうかがえ、柔軟性について

は特に平均値より低い得点群の底上げが課題であろう。

女子は、平均値付近をピークにほぼ左右対称の山型に

なっており正規分布していると見ることができる。男

子と比べると、１～２点の極端に低い学生がおらず、

女性特有の柔軟性についての特徴が現れているといえ

よう。しかしながら、９点以上の高得点群について見

た場合、男子では17％を占めていたのに対して、女子

表４ 全国平均値との比較
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医学部生全国平均(18歳)
性別項目

全国＞医大等しくない12.800.000949.177等しくない0.0002.262女子

全国＞医大等しくない20.300.0001719.783等しくない0.0041.435男子
背筋力

全国＜医大等しくない-4.740.0151132.470等しくない0.0021.698女子

全国＜医大等しくない-5.580.00611562.732等しい0.7721.040男子
立ち幅とび

差がない等しい-2.800.1667651.385等しい0.2041.243女子

差がない等しい-1.640.4402560.773等しくない0.0471.300男子20ⅿ

シャトルラン

差がない等しい-0.440.4331100.786等しくない0.0121.535女子

差がない等しい0.780.1332281.507等しくない0.0031.461男子
反復横とび

差がない等しい0.040.9611170.049等しくない0.0001.972女子

差がない等しい0.110.90511640.120等しい0.6091.069男子
長座体前屈

差がない等しい0.700.29710901.044等しい0.2671.206女子

差がない等しい-0.470.3192230.999等しくない0.0111.386男子
上体起こし

差がない等しい0.600.25310811.144等しい0.9430.996女子

差がない等しい0.120.84211460.199等しい0.3591.125男子
握力

結果平均平均値の差有意確率自由度｜t｜値分散有意確率Ｆ値性別

表５ 全国平均値と医学部生との比較結果

表６ 10段階評価による得点化の結果

6.338.96.741.6得点合計

1.66.21.86.8立ち幅とび

1.65.81.96.1シャトルラン

1.67.91.57.8反復横とび

1.56.12.06.5長座体前屈

1.97.11.77.9上体起こし

1.95.71.56.4握力

標準偏差平均標準偏差平均

女子男子
項目
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ではわずか４％にすぎず、女子については積極的に体

を動かすことで、より柔軟性を向上させていくことが

求められるだろう。

３.２.４.反復横とび

図７、８は、反復横とびの測定結果について男女別

に10段階評価による得点分布の人数および割合を示し

たものである。

男子は、平均値付近をピークに山型に分布している。

全体的に高い値を示しており敏捷性に優れているとい

えるが、４～５点という低い得点に９％の学生が分布

しており、こうした低位群の向上が課題である。女子

は、平均値付近を挟んでその両側にピークができてお

り、やや二極化の様相が見てとれる。特に、９点以上

の高得点群に44％が分布しており、男子と比較しても

敏捷性の高い学生が非常に多いことがわかる。一方で、

もう一つのピークである６～７点には41％が分布して

おり、このグループに属する学生の底上げが必要であ

ろう。

３.２.５.20ⅿシャトルラン

図９、10は、20ⅿシャトルランの測定結果について

男女別に10段階評価による得点分布の人数および割合

を示したものである。

男子は、平均値より高い値のところに分布のピーク

が見られるが、平均値付近に集団が密集して、また平

坦な山型に分布している。９点以上の高得点群に10％

が位置する一方で、３点以下に７％の学生が分布して

おり、かなりばらつきがある。平均点から見ても、全

身持久力がやや低いように見られ、積極的に有酸素運

動を実施していく必要性が認められる。女子は、平均

点付近をピークに山型に分布しているが、男子同様に

平均点が低値の傾向があり、日常的な有酸素運動の実

施を心掛けることが望まれる。

３.２.６.立ち幅とび

図11、12は、立ち幅とびの測定結果について男女別

に10段階評価による得点分布の人数および割合を示し

たものである。

男子は、平均値付近の７点がピークで突出しており、

その両側は平坦な山型に分布している。つまり、平均

値付近の大きな集団とそれ以外にばらついている。９

点以上の高得点群に19％がいる一方で、４点以下の低

位に10％があることから、この低位のグループの改善

が求められる。

女子は、平均値付近をピークに山型に分布している。

男子と比べると、９点以上の高得点群は８％にすぎず、

一方で４点以下の低得点群は15％におよぶことから、

低位のグループの改善とともに全体的な底上げをして

高位群の割合を向上していくことが望まれる。

３.２.７.背筋力

図13、14は、背筋力の測定結果について、被験者の

平均を中央値とした10段階評価による分布の人数およ

び割合を男女別に示したものである。

男子は、平均値付近をピークとして、５～６点に73

％の学生が占めており、平均値近くに集団が固まって

いる傾向が見られる。女子は、平均値付近の４～６点

に85％が集まっており、男子と同様に平均値に近いと

ころに固まっている。男女ともに、こうした傾向を見

ると背筋力については、同じような体力傾向を持った

学生が多いように見受けられるが、全国平均値との比

較と合わせて考えると、背筋力については男女とも全

体として低い水準であることがわかり、大きな課題が

あると言える。

３.２.８.得点合計

表７は、背筋力を除く６項目の測定結果の得点合計

について、文部科学省の「新体力テスト実施要項」に

おける得点合計による５段階(Ａ～Ｅ)の総合評価基準

表にもとづいて分類した人数の内訳を示した。なお、

「新体力テスト実施要項」では９項目による得点合計

で算出されているため、５段階評価の得点区分を６項

目に換算した。

男子は、49.4％がＡ評価となっており、約半数の学

生が最も高い評価となっている。Ａ評価とＢ評価を合

わせると、全体の81.9％にのぼり、測定項目全体の評

価として高いことがわかる。女子は、31.0％がＡ評価

であり約３割の学生が最も高い評価となっている。Ｂ

評価以上でみた場合でも67.8％を占めており、多くの

学生が高い評価に分類されることがわかる。

このような結果から、今回の体力測定項目について

は被験者である医学部の学生は、全体的な体力として

は高い傾向が示されたということができる。

４.まとめ

本研究の結果、以下のことが明らかになった。

１）現役群と非現役群の比較では、３年間全体で見た

ところ体力に大きな差は見られなかった。つまり、

浪人を経験していることと体力との関連はあまり

認められなかった。

２）瞬発力の測定項目である立ち幅とびの結果では、

医学部新入学生の体力に関する研究

0.0％00.0％0E

5.7％55.2％8D

26.4％2313.0％20C

36.8％3232.5％50B

31.0％2749.4％76A

割合人数割合人数

女子男子
評価

表７ 総合評価による内訳
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男女ともに全国平均値より優れていることがわか

った。

３）筋力の測定項目である背筋力の結果では、男女と

もに全国平均値より劣っていることがわかった。

４）全体の総合評価としては、医学部生は高い体力傾

向を示していることが明らかとなった。

これらの結果から、医学部入学生の体力の現状とし

ては比較的高い水準であったが、今後もこれを維持・

向上していくためにも継続的に運動を行っていくこと

が求められ、学生生活を通じた運動部活動や健康維持

のための効果的な支援が必要であろう。
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図１ 握力の分布(男子) 図２ 握力の分布(女子)

図３ 上体起こしの分布(男子) 図４ 上体起こしの分布(女子)

図５ 長座体前屈の分布(男子) 図６ 長座体前屈の分布(女子)
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医学部新入学生の体力に関する研究

図７ 反復横とびの分布（男子） 図８ 反復横とびの分布(女子)

図９ 20ⅿシャトルランの分布(男子) 図10 20ⅿシャトルランの分布(女子)

図11 立ち幅とびの分布(男子) 図12 立ち幅とびの分布(女子)

図13 背筋力の分布(男子) 図14 背筋力の分布(女子)
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